
［成果情報名］飼料用米の保管経費を 5 割削減可能な玄米による野外での通年保管技術 

［要約］水分 13.5%未満の乾燥玄米をポリエチレン製の内袋とポリプロピレン製の外袋を

組み合せた保管容器内に充填し、内袋の投入口を 2 重に強く結束することで、貯

穀害虫および糸状菌を発生させることなく、野外での通年保管が可能である。本

技術体系は慣行体系と比較し、保管経費を 5 割以上削減できる。  
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［背景・ねらい］ 

飼料用米は主食用米と同様の機械装備で生産できることから、本県においても栽

培面積が拡大している。飼料用米の取り組み体制としては、地域内流通（耕種農家

と畜産農家等との相対取引）が半数以上を占めており、保管場所の確保および輸送

保管経費の削減が大きな課題となっていた。そこで、保管倉庫を必要とせず、籾米

に比べ減容化が可能な玄米による野外での通年保管技術を確立した。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．水分 13.5%（水分活性値：0.67）未満に乾燥した玄米を容量 1000L 程度の低密度ポリ

エチレン製（厚さ:0.15mm）の内袋とポリプロピレン製の外袋を組み合せ、コンクリー

ト舗装された野外において、樹脂パレット上で通年保管する技術である（図 1）。 

２．保管容器の梱包時には、雨水の浸入を防ぐため、内袋を上部で束ね、ポリプロピレン

製ロープ（直径 8mm）で根元を強く結束し、その上部を下方に折り曲げ、再度同一のロ

ープで強固に結束する（図 1）。 

３．本技術では、保管容器内の湿度変化は小さく、保管開始時の水分含量および乾

物重を維持したまま、貯穀害虫を発生させることなく保管できる。通年保管した

飼料用米の飼料成分値および栄養価は慣行体系（籾米 -外袋-倉庫区）と同等であ

る（表 1）。 

４．本技術を用いる際には、保管開始時の玄米水分を基準値未満にすることで糸状

菌（カビ）を増殖させることなく、野外での通年保管が可能である（表 2）。 

５．玄米野外体系（玄米 -内外袋-野外区）は、慣行体系（籾米 -外袋 -倉庫区）に比

べ、乾物玄米１t あたりの年間保管経費を玄米保管による減容化と野外保管によ

る保管場所単価の低減により、 55%削減可能である（図 2）。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．野外での通年保管では、風雨や紫外線により保管容器が著しく劣化することから、フ

ォークリフトでの取り扱い時の安全性も考慮し，被覆シート等により上面および側面

を覆う必要がある。 

２．コンクリート舗装の代わりに簡易敷設できるコンクリートキャンバス上でも通年保管

が可能である。 

３．鳥獣害および鼠害が多発生する環境下において野外保管する場合には、別途対策が必

要になる場合がある。 

４．本技術を用いることで常温倉庫内においても野外と同様に通年保管が可能である。 

５．本技術をもとに飼料用米屋外保管ユニット（保管容器、樹脂パレット、フレコンカバ

ー等）が三重県農業研究所および太陽工業株式会社等との共同研究により商品化され

ている（www.taiyokogyo.co.jp/blog/tag/shiryouyoumai）。 




